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目的：誤嚥性肺炎は、口腔内細菌を誤嚥することにより発症する深刻な問題である。米山ら

の、口腔ケアの実施により肺炎の発症率が減少したという報告がある一方で、Pabo らは、

電動歯ブラシでの口腔清掃は人工呼吸器関連肺炎の予防にならないと報告した。本研究は、

口腔清掃後に唾液中の口腔内細菌が増加するという仮説をたて、口腔清掃と唾液中の細菌

数の増減の関連を明らかにすることを目的とした。 

対象と方法：対象は、本学短期大学部口腔保健学科 1 年生で同意を得られた 77 名である。

唾液中の細菌数の測定は、細菌カウンタ®を用い、口腔清掃は学生自身の日常の方法で 3分

間行った。唾液採取は、口腔清掃前、口腔清掃終了直後、口腔清掃終了 1分後、口腔清掃終

了 3分後、口腔清掃終了 10分後に行った。また、唾液分泌量の測定は安静時と唾液採取と

同様の時系列で行った。 

結果：1．口腔清掃直後に口腔内細菌数は有意に増加した。また、口腔清掃終了後から、3分

経過後には口腔清掃前の細菌数に近づいた。2．安静時唾液量の多い群と少ない群において

の安静時の口腔内細菌数に有意な差はなかった。3．安静時唾液量の多い群と少ない群にお

いても、口腔清掃直後に口腔内細菌数は有意に増加した。また両群とも、口腔清掃終了後か

ら、3分経過後には口腔清掃前の細菌数に近づいた。 

結論：口腔清掃直後に唾液中の口腔内細菌が増加し、口腔清掃が唾液中の細菌数の増減に影

響を与えることが示唆された。 
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